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子どもたちへのメッセージ
「夢は一生持ち続けるもの」～星空に憧れて～
八束天体観測所・
松江星の会
安 部 裕 史
（八束町二子在住）

私は小学生の頃から星が大好きで、今でも星の観測を続
けています。いつから星が好きになったのか？確実に覚え
ているのは小学5年生の頃のことです。父に自分で組み立て
る紙筒の天体望遠鏡（いわゆるキットです）を買ってもらい、
その望遠鏡で見た月の様子を今でも鮮明に覚えています。

就職を機に大根島に帰ってきてからは小さな観測所を設
けました。はじめは天体写真などを撮影していたのですが、
ある頃から「科学に貢献する観測」「新天体の発見」を思う
ようになりました。特に「新天体の発見」は小学生の頃か
らの憧れでした。そこでめざしたのが小惑星の発見です。
小惑星は太陽の周りをまわる小さな天体で、28個の小惑星
を見つけることができました。発見した小惑星の命名提案
権は発見者にあり、1993年10月に初めて見つけた小惑星
に「Yatsuka八束」と命名しました。この星は太陽の周りを
3.67年で回っています。また、2007年8月には「Nova Vul 
2007 こぎつね座新星2007年」を発見しました。この発見
は世界で単独発見だったこともあり、日本天文学会からは
表彰状と記念メダルをいただきました。この記念メダル、
小学生の頃からの憧れのメダルで東京での表彰式は夢心地
の気分でした。

そんな星が大好きな私ですが、その源流は離島だった八
束町での生活だったように思います。中海の向こうに見え
る地はいつも憧れの対象でした。そんな憧れが空に輝く星
への興味を駆り立てたのかもしれません。また、保育所・
小学校・中学校と長年いっしょだった友人には、星やラジ
オ（BCL）などが大好きな理科少年たちがいました。今でも
島の時代にいっしょに遊んだ友人との出会いは懐かしくう
れしいものです。

島の生活で培われた感性が今の自分を作ってくれている
ように思います。私を育ててくれた八束町や友人たちに感

謝するとともに、これからの八束町をつくっていく子ども
たちに「夢は一生持ち続けるもの」という言葉を送ります。
ちなみに、私が一生かかっても実現したい夢は「新彗星の
発見」です。もちろん小学生の頃からの夢の続きです。

山すそに見える星は、りゅうこつ座α星「カノープス」です。中国の伝説
では南極老人星とよばれ、この星を見つけたら長生きできると言われ
ています。波入港親水公園で見ることができます。（2019年冬に撮影）

小惑星（7097）Yatsukaの命名文。全世界に公表されています。
（1996 OCT. 26 M.P.C28090から引用 ）

オリオン座
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訓
練
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
主

防
災
隊
の
構
成
員
は
、
自
治
会
役
員
、

民
生
委
員
、
福
祉
推
進
員
で
、
地
区

消
防
団
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

門脇　昭弘さん
（亀尻）

要
配
慮
者
へ
の
対
応

竹
中
：
次
に
、
災
害
が
発
生
し
た
後
の
活

動
は
、
倒
壊
し
た
建
物
に
取
り
残
さ

れ
た
人
の
救
出
や
救
護
、
避
難
所
ま

で
の
誘
導
、
市
な
ど
へ
の
情
報
伝
達

等
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
災
害
時
に

は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児

な
ど
要
支
援
者
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
各
地
域
に
要
配
慮
が
必
要

な
方
を
把
握
す
る
た
め
の
組
織
づ
く

り
や
、
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
束
町
も
平
成
24
年
か
ら
順
次
「
要

配
慮
者
支
援
会
議
」
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
地
区
の
要
配
慮
者
へ
の

対
応
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

安
部
：
地
区
内
で
要
配
慮
が
必
要
な
方
に
つ

い
て
は
、
毎
年
区
会
で
相
談
し
な
が

ら
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
社

清
掃
な
ど
老
人
会
の
方
が
集
ま
る
時

に
安
否
の
確
認
、
夜
に
家
の
明
か
り

が
つ
か
な
い
時
や
、
自
動
車
、
自
転

車
の
動
き
が
な
い
時
な
ど
は
確
認
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
日
常
的
な

災
隊
の
役
割
は
、
災
害
が
発
生
す
る

前
と
、
災
害
が
発
生
し
た
後
の
２
つ

に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
初
に
、
災
害
が
発
生
す
る
前
の
各

地
区
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
訓
練
や

活
動
、
そ
し
て
構
成
員
な
ど
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

竹中　敏博さん
（市防災担当参事）

豊
島
：
自
主
防
災
隊
は
、
避
難
誘
導
班
、
給

食
給
水
班
、
消
火
班
、
救
出
救
護

班
と
し
、
自
治
会
役
員
、
民
生
委
員
、

福
祉
推
進
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
住
民
を
集
め

て
の
訓
練
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
に
続
き
、
11
月
６
日
に
自
治
会

役
員
を
対
象
に
、
自
主
防
災
組
織
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
市
の
出
前
講

座
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

安部　弘さん
（二子）

 

安
部
：
自
主
防
災
隊
の
構
成
員
は
、
波
入
地

区
同
様
に
、
自
治
会
役
員
、
民
生
委

員
、
福
祉
推
進
員
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
平
時
の
活
動
と
し
て
、
避
難
訓

練
は
自
治
会
連
合
会
主
催
の
訓
練
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
へ

の
備
え
と
し
て
の
空
き
家
調
査
に
つ

い
て
は
、
毎
年
12
月
に
自
治
会
区
会

議
員
に
お
願
い
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

岩
田
：
永
年
、
避
難
訓
練
、
消
火
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
２
年
間

は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
主
だ
っ
た
訓
練

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
織
に
つ

い
て
は
他
地
区
と
同
様
で
す
。

門
脇
：
毎
年
、
自
治
連
主
催
の
避
難
訓
練
に

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

自
主
防
災
隊
の
活
動
状
況

竹
中
：
今
年
４
月
、
島
根
町
加
賀
の
大
火
災
、

ま
た
近
年
全
国
的
に
大
規
模
災
害

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
各

地
区
で
結
成
さ
れ
地
域
で
支
え
合
う

「
自
主
防
災
隊
」
の
役
割
が
益
々
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
町
内

４
地
区
の
隊
長
（
区
長
）
さ
ん
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
各
地
区
の
活
動

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
自
主
防

地
域
防
災
を
考
え
る
②

『
自
主
防
災
隊
の
活
動
』

自
主
防
災
組
織
は
、
町
内
会
や
自
治
体
の
単
位
で
、
地
域
住
民
が
連
携
し
て
で
き
た
防
災
の
任
意

団
体
で
す
。
災
害
か
ら
の
救
助
で
は
、
近
所
や
友
人
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
日
は
、防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、市
防
災
担
当
参
事
と
４
地
区
の
自
主
防
災
隊
長（
区

長
）
に
よ
る
対
談
を
行
い
ま
し
た
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
て
実
施
。）

特集

第12回

座談会

〈左から（敬称略）〉岩田卓美、豊島　耕、
竹中敏博、安部　弘、門脇昭弘
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《
座
談
会
　
メ
ン
バ
ー
》

①
市
防
災
安
全
課防

災
担
当
参
事　

竹
中
　
敏
博

②
波
入
地
区
自
主
防
災
隊
長

�

区
長　

豊
島
　
　
耕

③
入
江
地
区
自
主
防
災
隊
長

�

区
長　

岩
田
　
卓
美

④
二
子
地
区
自
主
防
災
隊
長

�

区
長　

安
部
　
　
弘

⑤
亀
尻
地
区
自
主
防
災
隊
長

�

区
長　

門
脇
　
昭
弘

声
掛
け
は
、
毎
月
の
広
報
誌
等
の
配

布
時
に
声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

豊島　耕さん
（波入）

豊
島
：
福
祉
推
進
員
６
名
と
民
生
委
員
２
名

の
方
を
中
心
に
見
守
り
活
動
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上

の
独
居
者
で
支
援
が
必
要
な
方
の
名

簿
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
の
と
こ
ろ
「
ど

げ
な
会
」
の
開
催
を
見
送
っ
て
い
ま

す
が
声
掛
け
は
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
際
市
が
行
っ
て
い
る
「
か
か
り
つ
け

医
療
機
関
緊
急
連
絡
先
」
な
ど
の
救

急
医
療
情
報
を
入
れ
た
ケ
ー
ス
を
冷

蔵
庫
前
へ
の
貼
り
付
け
を
勧
め
て
い

ま
す
。

門
脇
：
亀
尻
で
は
、
地
区
自
主
防
災
隊
員
の

登
録
申
請
書
兼
登
録
台
帳
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
要
配
慮
者
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
地
区
独
自
の
名
簿
を
作

成
し
対
応
し
て
い
ま
す
。
安
否
確
認

に
つ
い
て
は
、
隣
組
の
皆
さ
ん
や
民

生
委
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

岩
田
：
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
「
ど
げ
な
会
」
の

開
催
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
へ
の
日
常
的
な
声
掛
け
や

見
守
り
活
動
は
、
高
齢
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
安
心
感
の
あ
る
対
応
と
し
て
、

女
性
の
区
会
議
員
さ
ん
が
中
心
に

な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

遅江地区　自主防災隊　
災害通報訓練

活
動
を
行
う
上
で
の
課
題
等

竹
中
：
八
束
地
区
の
自
主
防
災
隊
は
平
成

20
年
～
22
年
に
、
要
配
慮
者
支
援
会

議
は
平
成
24
年
～
27
年
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、全
国
各
地
で
豪
雨
・

風
水
害
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
行
う

上
で
課
題
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

豊
島
：
自
主
防
災
隊
は
、
自
治
会
役
員
を

中
心
に
、
各
種
団
体
と
連
携
し
て
進

め
る
よ
う
組
織
化
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
各
種
団
体
は
役
員
等
が
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
が
、
自

治
会
役
員
は
毎
年
交
代
す
る
の
で
、

継
続
性
が
担
保
さ
れ
な
い
課
題
が
あ

り
ま
す
。

門
脇
：
ど
こ
の
地
区
も
高
齢
化
は
一
緒
だ
と

思
い
ま
す
が
、
特
に
亀
尻
地
区
は
小

さ
な
集
落
で
す
の
で
、
隣
組
の
機
能

低
下
が
心
配
で
す
。

安
部
：
災
害
時
用
の
必
要
備
品
で
す
が
、
最

低
限
必
要
な
備
品
は
何
か
教
え
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
課
題
と
言
え
ば
、
区

会
議
員
を
含
め
て
、
毎
年
替
わ
る
の

で
防
災
に
対
す
る
意
識
が
薄
い
と
感

じ
ま
す
。
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
県

道
美
保
関
八
束
松
江
線
（
北
岸
道
路
）

沿
い
等
に
、
中
海
の
水
位
が
高
く
な
っ

た
時
に
、
島
内
に
逆
流
し
な
い
よ
う

国
と
市
が
設
置
し
た
樋
門
が
あ
り
、

地
元
の
人
に
管
理
が
委
託
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
、
異
常
気
象
の
影
響
で

し
ょ
う
か
、
中
海
の
水
位
が
上
昇
す

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
管

理
を
任
さ
れ
た
人
は
、
昼
夜
を
問
わ

ず
出
動
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
こ

う
し
て
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

岩田　卓美さん
（入江）

岩
田
：
樋
門
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

国
と
市
合
わ
せ
て
37
か
所
あ
る
よ
う

で
す
。
中
海
に
影
響
を
も
た
ら
す
斐

伊
川
水
系
で
の
豪
雨
時
や
、
高
潮
時

に
閉
め
て
お
り
、
開
閉
回
数
も
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
災
害
時
用
備
品
に
つ
い

て
は
、
簡
易
発
電
機
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、

メ
ガ
ホ
ン
、
ス
コ
ッ
プ
、
ナ
タ
、
ハ
ン

マ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
、
簡
易
式

テ
ン
ト
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

豊
島
：
波
入
地
区
は
、
災
害
時
用
の
備
品
と

し
て
、
車
イ
ス
、
担
架
、
簡
易
式
テ

ン
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
懐
中

電
灯
、
拡
声
器
、
常
備
食
等
を
備
え

て
い
ま
す
。

竹
中
：
災
害
時
の
必
要
備
品
に
つ
い
て
は
、

特
に
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
入
江
・

波
入
地
区
を
参
考
に
さ
れ
て
は
良
い

か
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
「
非
常
持
ち
出
し
品
」
や

「
非
常
備
蓄
品
」
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
平
素
か
ら
で
き
る
事

柄
等
に
つ
い
て
の
「
出
前
講
座
」
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、
訓
練
等
は

継
続
し
て
で
き
る
事
項
か
ら
広
げ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
、
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。



【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
著
書
「
仏
典
の
こ
と
ば
」
Ⅱ
政
治
に
対
す
る
批
判
『
究

極
の
平
和
』
で
述
べ
た
言
葉
。

『
仏
教
は
慈
悲
の
宗
教
で
あ
る
以
上
、
究
極
に
お
い
て
は
平
和
と
い
う

こ
と
が
第
一
の
理
想
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
西
洋
諸
語
に
お
け

る
「
平
和
（
p
e
a
c
e
）
を
イ
ン
ド
人
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
お
よ

び
現
代
イ
ン
ド
諸
語
の
「
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
（
s
ã
n
t
i
）」
と
い
う
語
で

表
明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
語
は
漢
訳
仏
典
で
「
静
寂
」
と
訳
さ
れ
る
も
の

で
す
が
、
古
来
の
仏
教
は
端
的
に
平
和
を
理
想
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
協
和
を
め
ざ
す
の
で
す
。』　　

　
（
中
村
元
「
仏
典
の
こ
と
ば
─
現
代
に
呼
び
か
け
る
智
慧
」
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
著
書
「
人
生
を
考
え
る
」
で
述
べ
た
言
葉
。

『
生
き
て
い
る
限
り
、
縁
が
あ
っ
て
付
き
合
い
の
あ
っ
た
人
に
対
し

て
、
有
難
い
と
思
っ
て
生
き
、
そ
し
て
死
ん
で
い
く
。
こ
れ
は
「
一
期

一
会
」
と
い
う
言
葉
で
も
表
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
茶
道
で
い
う
意

味
と
は
少
し
違
い
ま
し
ょ
う
が
、
人
に
ば
っ
た
り
会
う
と
い
う
の
も
よ

く
よ
く
の
縁
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
こ
で
は
、
自
分
を
超
え
、

他
人
と
の
対
立
を
超
え
、
死
を
も
超
え
て
、
た
だ
自
分
が
今
こ
こ
に
生

き
て
い
る
い
の
ち
を
有
難
く
思
う
と
い
う
こ
と
で
す
。』

（
中
村
元
「
人
生
を
考
え
る
」
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
─
現
実
の
世
界
に
お
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
狭
い
人
間
関
係
と
い
う
も

の
が
支
配
し
ま
す
。
こ
れ
は
当
然
で
す
。
し
か
し
理
想
の
あ
り
方
と
し
て
は
、

あ
ま
ね
く
四
方
に
及
ぶ
。
出
家
者
は
区
々
た
る
民
族
の
差
と
か
、
生
ま
れ

故
郷
と
か
、
自
分
の
出
た
階
級
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

四
方
を
も
っ
て
我
が
家
と
す
る
。
こ
れ
は
非
常
に
崇
高
な
理
想
だ
と
思
い
ま

す
。
─
招
い
て
、
そ
し
て
引
っ
提
げ
る
で
し
ょ
う
。
四
方
の
人
に
、
皆
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
、
一つ
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
、
何
か
そ
う
い
う
連
想
を
働
か
せ

ら
れ
ま
す
。」

※
招
提
（
し
ょ
う
だ
い
）
と
は
、
パ
ー
リ
語
（
古
代
イ
ン
ド
の
言
語
）
で
、

四
方
の
人
を
意
味
す
る
チ
ャ
ー
ト
ゥ
ッ
デ
ィ
サ
を
学
僧
が
漢
訳
し

た
言
葉
。　
　
　
　
　
　

（
中
村
元
「
温
か
な
こ
こ
ろ
」
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
著
書
「
仏
典
の
こ
と
ば
」
で
述
べ
た
言
葉
。

「
─
だ
か
ら
心
に
好
意
を
た
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
の

友
で
あ
り
た
い
と
願
う
の
で
す
。

『
わ
れ
は
万
人
の
友
で
あ
る
。
万
人
の
な
か
ま
で
あ
る
。
一
切
の

生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
同
情
者
で
あ
る
。
慈
し
み
の
心
を
修
め
て
、

無
傷
害
を
楽
し
む
。』（
テ
ー
ラ
・
ガ
ー
タ
ー
「
仏
弟
子
の
告
白
」）

生
き
る
も
の
を
傷
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
楽
し
む
、
と
い
う
こ

と
で
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
元
「
仏
典
の
こ
と
ば
」
よ
り
。）

松江市出身でインド哲学・仏教学の世界的権威、中村元博士が残した慈
しみあふれる言葉を、八束町中央の「八束複合施設」正面玄関東横にある
掲示板で毎月紹介します。掲示内容は「中村博士自身が述べた言葉」の中
から、中村元記念館の加藤千乃学芸員が選び、公民館で書道を学ぶ「中央書
道サークル（橘淳子代表）」のメンバーが中心となって毛筆でしたためます。

令
和
三
年
八
月
掲
示

令
和
三
年
九
月
掲
示

令
和
三
年
十
月
掲
示

令
和
三
年
十
一
月
掲
示

（左から）講武直樹　副市長、平林　剛　副市長

あ
と
が
き

大
根
島
⑥
　「
６
次
産
業
」

今
、
農
林
水
産
省
が
主
体

と
な
り
、
各
地
で
６
次
産
業
化

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。昭

和
30
～
40
年
代
頃
の
雲
州

人
参
生
産
農
家
（
１
次
産
業
）

は
、
海
外
市
場
で
高
値
取
引
さ

れ
る
商
品
「
紅こ
う

参じ
ん

」
に
す
る
た

め
、
自
宅
で
蒸
し
て
乾
燥
加
工

（
２
次
産
業
）
し
、
輸
出
品
と

し
て
自
ら
香
港
等
の
バ
イ
ヤ
ー

と
価
格
交
渉
を
行
い
、販
売
（
３

次
産
業
）
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
、
加
工
賃
や
流
通
マ
ー
ジ
ン

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
高
品

質
、
高
価
格
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
、
地
域
経
済
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

当
時
、
国
の
農
業
政
策
は
、

戦
後
復
興
の
食
糧
事
情
か
ら
、

稲
作
等
の
主
要
農
産
物
へ
の
支

援
（
補
助
金
等
）
が
主
で
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
大
根
島

に
は
小
ロ
ッ
ト
農
産
物
を
活
か

す
知
恵
者
が
大
勢
い
ま
し
た
。

�

（
池
）

令和 3年 12月 （4）八 束 公 民 館




